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７月３１日、今年度２回目の学校運営協議会（以下CS）が行われました。最初の会長

の挨拶では、ねりこみに参加した“チーム望洋台”に多くの子どもや地域の方々が参加

してくれたことへのお礼のことばがありました。CS の取組も、地域と学校が一体とな

り、「こどもまんなか望洋台」に近づいていけるよう、さらに充実させていきたいとのお

話がありました。学校からは、１学期の小中各学校の様子について報告がありました。

学力向上の取組や一人ひとりが見守られていると実感する取組について説明しました。 

 

地域の未来を担う子どもたちと進める防災計画 
今回の熟議では、望洋台地区防災訓練の計画について話し合いました。被災地を訪問し

震災学習に取り組んだ中学３年生が考えた、“望洋台に住む私たちに必要な防災訓練”企

画書（裏面参照）をもとに、ＣＳとしてできることを検討しました。避難経路の確認と

実際の避難、避難所での実践的なスキル（火おこし、炊き出しなど）、中学生による防災

意識を高める広報活動・体験発表

などの重要性について共通理解が

図られました。今年度、望洋台地区

防災訓練は、１０月頃に中学校で

の実施を予定しています。自然災

害の多い日本に住む私たちにとっ

て、防災に対する意識を高めるこ

と、地域全体で知識と技能を共有

するが大切です。この望洋台
ま ち

を担

うこどもの成長に寄与できるよう

学校運営協議会としても取組を推

進していきますので、ご協力をよ

ろしくお願いします。 
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３年生の防災訓練企画書の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期ＣＳの取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望洋台地区のみなさんなら、 

どんな防災訓練が必要だと思いますか？ 

中学校からは、２学期に

行われる文化祭に関わる

探究活動への協力依頼が

ありました。夏休み中に、

“望洋台や小樽”について

調べ学習をしています。 

望中生から、取材や体験の依

頼などがあったら、地域、人生

の先輩として協力してあげて

ください。 

 地域人材バンクの活用し、６年生を対象に「職業

講話」を行いました。ＣＳ委員の横尾さんが議員の

仕事、大瀧さんが保育士の仕事についてお話をしま

した。さらに幼少連携の取組として、さくら幼稚園

の園児が、小学校を訪問し、６年生と交流しました。 


